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● ディスプレイとハンガーの組み立て 
 

 

1. カートンケース、毛布等の平らなクッション材の上にディス

プレイ背面を上側にして寝かせます。            

ディスプレイ映像面が下側になりますので、突起物等にご注

意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ディスプレイ取付金具をディスプレイに取り付けます。 

※ 搭載するディスプレイ機種によって取付方法が異なりま

す。同梱別紙の金具取付説明書をご覧ください。（本書で

の記載は省略） 

 
 

3. ハンガー本体を取付金具に取り付けます。 

この時、ディスプレイとボックスの左右中心を必ず合わせて

ください。 
 

 

 

4. 横パイプ取付上下位置を決めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディスプレイ上側 クッション材 

搭載するディスプレイ機種によっては、破損の可能性があるため、水平に寝かせて取り付けをしてはいけ

ない機種もあります。ディスプレイの取扱説明書にて必ずご確認ください。その際はディスプレイを垂直

にしたまま組み立てをしてください。 

 
警 告 

ディスプレイ上側 

ディスプレイ取付金具 

ボックス ディスプレイ 

 
警 告 

 

天井面からのパイプ寸法をご確認の上、組み立てをしてくださ

い。 

天井面からディスプレイ上端までの間隔は、必ず100mm以上確

保して設置してください。 

また、ディスプレイの吸排気口をふさがないように設置してく

ださい。 

天井面 

 

ディスプレイ上端 

 

   取付位置 

 

 

型  式 

取付位置（ア） 取付位置（イ） 取付位置(ウ) 

TH-600PD02-Z10 

3段階取付 

(ア)ディスプレイ設置

高さを55mm下げる場合
(イ)基本取付位置 

(ウ)ディスプレイ設置

高さを55mm上げる場合

TH-600PD02-Y10 

3段階取付 

(ア)ディスプレイ設置

高さを55mm下げる場合
(イ)基本取付位置 

(ウ)ディスプレイ設置

高さを55mm上げる場合

TH-600PD02-X10 

2段階取付 
(ア)基本取付位置 

(イ)ディスプレイ設置

高さを55mm下げる場合
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5. ハンガー本体を所定の方向に調整し、方向調整ボルト(3

本)を確実に固定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 傾斜調整ボルト(2本)を六角レンチ(M8用)で少し緩めて調

整してください。調整後、傾斜調整ボルト(2 本)を確実に

固定してください。 

※ 最大傾斜20°まで対応します。 

※ ボックス左側に5°・10°・15°の傾斜角度インデッ

クスがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 結線終了後、目隠しプレート上下を外していた小ねじ(8

本)で確実に取り付けてください。 
 

 

 

方向調整ボルト 

ボックス左側 

角度調整インデックス 

目隠しプレート(下) 

傾斜調整ボルト 

方向調節の際は、ハンガー本体を持って調整してください。ディスプレイを持って作業されますと、破損

及び落下事故の原因になります。 

 
警 告 

傾斜調整ボルトを緩める際は、ディスプレイ下側をしっかり支え、急激に傾斜しないようにしてください。 

 
警 告 

目隠しプレート(上) 


